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2007/6/17 平成１８年度全日本オリエンテーリング大会（北海道） 参加記 

 

永瀬 

 

 北海道で開催された全日本大会に参加してきま

した。KOLAからの参加は、前田さん、白川君、平

山君、私の４名でした。暑さと熊笹に負けた遠征

でした。 

 

6/16（土） 

 神戸空港8:30発のANAで、新千歳空港へ10：20

頃到着。荷物がでてくるのを待つところで、同じ便

だった平山君と合流。レンタカー店の送迎車で、

レンタカー店へ。そこは、まさに、レンタカー村で、

各レンタカー会社勢揃いな上、今回、利用したトヨ

タレンタカーは２店あるという念の入れようです。 

 白川君と合流する前に、まずは、千歳アウトレッ

トモール・レラへ行き、昼食＆ウインドーショッピン

グで時間調整しました。 

 13:20頃、新千歳に向かい、白川君と合流し、道

央自動車道を経由して、有珠山へ向かいました。 

 有珠山ロープウェイに乗車し、展望台へ向かい、

有珠山、洞爺湖、昭和新山の眺望を楽しみました。

さらに、外輪山遊歩道へ向かえば、さらに楽しめ

たようですが、事前の下調べ不足もありパスして

しましました。（現地の掲示板は、この先は危険だ

から行くなという趣旨のことが書いてあったので

すが、遊歩道上は問題なかったようです。） 

 ここからは、平山君に運転手を交替し、洞爺湖

を経由しルスツへ向かいました。洞爺湖以降は、

まさに、北海道の一般道を実感する区間でした。

（道幅ゆったり、除雪スペースあり、信号なしで真

っ直ぐ） 

 大会斡旋宿は、会場でもあるルスツリゾートでし

たが、我々は、コスト重視で隣接するペンション 

リッラ・ヒューセットに宿泊しました。当然のように、

オリエンティアで満員でした。夕食後は、飲酒を

パスしてくれた白川君の運転で、真狩温泉まで入

浴に向かい、異動の疲れを癒しました。 

 （前田さんは、夕方の飛行機で、札幌宿泊でし

た。） 



9/17(日) 

 6:00の朝食に対応していただいたペンションオーナーに

感謝。（5:30朝食をお願いした宿泊者もいた模様） 

 車はペンションの駐車場にそのまま駐めさせていただい

て、ルスツリゾートに向かいます。広大なルスツリゾートに

宿泊するよりも、会場のビッグボックスは、近かったようで

す。ここで、前田さん、豊中OLCの面々と合流。年金問題

で盛り上がっていました。北海道に１週間滞在される方も

いて、うらやましい限りです。 

 スタート地区には、バスで移動。バスから降りると、スタ

ートは１０分遅れで進行中との通達。寒さを心配する必要

はなく、むしろ暑さ対策が必要です。そのうち、レースを終

えゴールから戻ってきた四宮さんより、お茶をもらい水分

補給でき助かりました。 

 １枚目3.4km（230m↑）、２枚目2.6km(30m↑)なので、１枚

目は、抑え気味で、２枚目を楽しくというのが、軽やかにと

いうのがレース前のイメージでした。 

 レースの方は、地図表記以上に、植生が厳しく（特に熊

笹）、ひたすら我慢のレースでした。微地形も現地と地図

の対比がとれず、５→６で、現在地ロスト、９，10もコントロ

ール位置をイメージできず、周囲の動きでなんとか救われ

たレースでした。 

 レース後は、座席にビニールを敷いて汚れ対策万全の

バスで、バスルスツリゾートに戻り、今回、オープン時間を

早めていただいたおかげで、すぐに大浴場に入ることがで

き、助かりました。後は、帰りのフライトの都合から、表彰

式をパスして、帰路につきます。運転の方は、レースのダ

メージが一番少なかった平山君です。途中で、「きのこ王

国」なるところで、昼食。私はおにぎり＋キノコ汁で、すぐに、

ありつけたのですが、厨房が混乱していて、麺類を頼んだ

二人はかなり待たされました。後は、千歳に向かいました。

無事、無償でレンタカーを返却し、空港へ送迎してもらい、

帰りのフライト（私は、15:50）に間に合うことができました。 

 

M60A(参加者17名) 

 1 河村 健二 0:44:16 三河OLC 

 7 前田 春正 0:59:42 KOLA 

M35A（参加者14名） 

 1 小林 岳人 1:06:30 ES関東C 

 7 永瀬 真一 1:21:43 KOLA 

M21A(参加者36名) 

 1 山田 高志 1:01:33 無所属 

   白川 努  2:22:30 KOLA 

M21AS(参加者20名)不成立参考タイム 

 1 大久保裕介 0:39:51 ES関東C 

12 平山 友啓 0:51:01 KOLA 

※全日本大会レース中の写真は、

orienteering.comで公開されているも

のを転載させていただきました。 



全日本大会（北海道）報告 
 

今年の全日本は遠く離れた北海道、18年度の目標として、ＡＰＯＣと全日本は目標とし

ていたので参加、でも今年は 6月開催、新就職先の了解を得なくては、これが第一段階で 

中々申し込みできなかったが、ようやく先のことですがと、会社了解してもらう、月から

土までの勤務会社だったので！ 

 

 そして申込、ＫＯＬＡのメンバーも飛行機の予約をした情報が飛び交ったが、そういう

事情で参加表明が遅れた、そして一番大変な飛行機の予約、普通に頼めば、高額なので 

ネットで探し、ＡＮＡ便の土曜日ゆっくり出発、3 時、帰りは日曜日最終便で何とか取れ

た、というかこれしかなかった、よって永瀬組にも合流できませんでしたが、60才組の 

御勢、四宮さんが札幌の東横ホテルを予約しているということでそこへ予約、後で辻村夫

妻も同宿となり、会場へはレンタカーで入ると決定。ようやく参加準備できた、 

 

 そして、大会前日１５時関空発ＡＮＡの飛行機で出発、千歳に着きそしてホテルへ 6時

半過ぎに無事到着？ではなかった、実は北口店だけ確認して出発したので、札幌駅に付い

たら習性で真北に向かって歩いたらホテルがなく仕方なくホテルへ電話して場所を確認北

口といっても実際は駅の東側でした、線路より確かに北側でしたが、先が思いやられる初

日で、ホテルに付いたら、ＯＬビフォアーの夕食宴会、辻村夫妻を入れて 5人でススキ野

繰り出し？遠いからやめて近くの駅高架下の居酒屋でＯＬよりこれが楽しみ。 

 

 当日はスタートが早いのでホテル 5 時出発、ナビの通りと思ったらホテル前でＵターン

したのが悪かったのか南北が逆のまま、札幌市内を抜けるのに大往生何とか抜けて、定山

渓温泉を通り会場へ６時半前に着きましたがこのときもナビの悪戯で乗った時点では到着

予定 7時半、（集合に遅れると大騒ぎ）会場で場所取りをして、スタート地点へいくバス待

ち、その頃会場近くに宿泊のＫＯＬＡ組とも合流、いよいよ大会参加。 

 

 スタート地点まではバス会場の裏手近くかと思っていたら、羊蹄山のふもとまで連れて

行かれた、さあやるぞと思ったらスタート付近様子がおかしい、なんとスタート１０分遅

れ全体にずれてきた、でも何とかスタート、Ｍ６０Ａは距離４．４ｋｍ、登り２１５ｍ 

結構きつそう、スタートやっぱり①迄登りの６５０ｍ、いきなりへとヘと、近接ＣＯＮＴ

までチェックして、６：５１、②までも階段登り、３８０ｍ、４：３７、③へは登りはあ



まりないが溶岩地帯のごろごろ道に足をとられて、７：４０、④へは道なり足をとられて

慎重に下り、階段は捻挫しそうで怖い４００ｍ、このレッグが全体の 5 位で唯一のベスト

６：４０、⑤へは道なりに進もうと思ったが、近くを走っていた人達がショートカットし

て崖を上り始めたのでつられて上ったら岩だらけで上りづらく大変、登って道なりで６：

４４、⑥は道なり何とか３：２４でクリアー、⑦へは道なりだが登りコンタ 9本４５ｍ 

へとへと６：０５、⑦の途中の給水でゆっくり水を飲み、アタックしたが行き過ぎて、道

まで出でしまいあわてて戻っていたら、澤地さんに追い抜かれた、澤地さん何分遅れのス

タートだったけ？なんて思って次の⑧へは下りなので仕方なく必死に走った５：２４、⑨

は同じく下りだったが、名に思ったか救護所の赤＋を立ち入り禁止の神社だと思い込み 

道なり大回り、何しているんだろうなー、５：３１でラップ最下位の１６位、⑩は直進 

隣接を確認下ってゲット、２：５７、⑪は道なり直進２：１２、⑫は１：０９、ゴールま

でもスピード上げようと思ったが０：２８ぜんぜんダメでゴール、５９：４２まあ 1 時間

切ったからよしとしよう。 

 

 ゴールの後帰りのバス待機場に行く途中に湧水点があり、皆が水汲みをしていたので、お

いしい水をご馳走になり、ホット一息、会場へ、会場では少し段取りが悪く、速報、表彰

と遅れが目立ち、アフター狙いの我々は予定が狂ってしまった、当日の飛行機で帰る私、

翌日に昭和新山見学の辻村夫妻とまず、近隣の湧水地捜索見学ほとんどが村の水道基地に

返還されていた、めちゃきれいな湧水池を見学、洞爺湖見学ついでに洞爺湖サミットの会

場のホテルも外から見学、ほんとは中でコーヒーでも、立ったが、なんとしても衣装がＴ

シャツでは、超一流ホテルでわ？？と遠慮、山の上のホテルなので駐車場よりキレイな風

景見学、サミットメンバーか？ 

 

あと、洞爺湖温泉に辻村夫妻を送ったが、ホテルの地図をあずかっていたのをおろしてか

きずいた、辻村さん旅館に着いたかなー？？後は私を千歳までだが、高速を止め、地道道

路を選んだら、朝のナビ並み、飛行場到着予定、7時半、おーい飛行機出ちゃうよー！ 

何とか信号が無いので、短縮出来て無事到着でも、支笏湖湖畔でソフトクリーム食べたい

とかは全部ダメ、千歳市内で閉店後の店無理やり頼んで食べました、根性根性、北海道の

ＯＬはテレインも少し狭いし、もう一つだったが、ビフォアー、アフターで楽しめたから

よしとしよう。 

前田 





日本オリエンテーリング競技規則 
 

社団法人 日本オリエンテーリング協会 
 
本規則は、日本国内オリエンテーリング競技会について、社団法人日本オリエンテーリ

ング協会定款第４条五項の規程に基づき、制定されたものである。競技者ならびに主催者

は、本規則の解釈にあたっては、スポーツとしての公正さの保持を第一義としなければな

らない。 
 
1. 定 義 
1.1 オリエンテーリングとは、競技者が地上に印されたいくつかの地点（コントロール）

を、地図とコンパスを使用して、可能な限り短時間で走破するスポーツである。競技

者とは、出場を認められた個人あるいはチームをいう。 
 
2. 適 用 
2.1 本規則は、国際オリエンテーリング連盟（以下 IOFという）の競技規則に基づき、日

本オリエンテーリング協会（以下 JOAという）がフットオリエンテーリング競技につ
いて定めるものである。 

2.2 本規則は、国内における競技会に適用されるとともに、競技に関する諸規程の基本と

なるものである。 
 
3. 競技会の分類 
3.1 競技形態 
3.1.1 競技の開催時刻による分類 

- 昼間競技 全競技を昼間に行う。スタートの開始は早くとも日の出 1 時間
後とし、スタート完了は遅くとも日没までに、優勝設定時間の

150%を残した時刻とする。 
- 夜間競技 全競技を夜間に行う。スタートの開始は早くとも日没 1 時間後

とし、スタート完了は遅くとも日の出までに、優勝設定時間の

200%を残した時刻とする。 
- 昼夜複合競技 上記のいずれにも合致しない競技をいう。 

3.1.2 競技の種別による分類 
- 個人競技 競技者個人が独立して行う。 
- リレー競技 2人以上の競技者が連続して継走する方式で行う。 
- 合算競技 2人以上の競技者が独立して競技を行い、その所要時間を合計す

る方式で行う。 

 1



- チーム競技 2人以上の競技者が協力しながら行う。 
3.1.3 競技結果の決定方法による分類 

- 単一レース競技 1回のレース結果が最終成績になる。 
- 複数レース競技 1日または複数日で行われ、複数レースの所要時間の合計が最終

成績になる。 
- 予選・決勝レース競技 予選を通過することで決勝レースの参加資格を得る。  

決勝の結果のみが最終成績になる。予選では原則として、競技

者を複数のグループに配分する。 
3.1.4 コントロールの通過順序による分類 

- ポイント競技 指定された順番に回る競技 
- フリー競技 任意の順番に回る競技 

3.1.5 レース距離による分類 
- ロングディスタンス競技 
- ミドルディスタンス競技 
- スプリント競技 
- その他の距離による競技 

3.2 本規則でいう競技会とは、JOA 主催大会、JOA に加盟している都道府県を代表する
組織（以下正会員という）の主催大会、および正会員に所属するクラブ等の団体、そ

の他 JOAが開催を認めた団体が主催する大会をいう。 
競技会のうち『公認大会開催に関する規程』にしたがって開催される大会を公認大会

という。 
 
4. クラス 
4.1 クラス分け 
4.1.1 すべての競技者が参加できるように、性別、年齢および技能レベルに応じたクラス

を設ける。 
4.1.2 年齢は、その年度内に達する年齢とする。女性は男性のクラスに参加してもよい。 
4.1.3 21歳以上の競技者は、21歳を下限として若い年齢用のクラスに参加してもよい。 
4.1.4 20 歳以下の競技者は、20 歳を上限として 1 ランク上の年齢用のクラスに参加して

もよい。 
4.1.5 競技者が参加できるのは、1大会 1クラスである。 
4.2 クラス名の表記 
4.2.1 クラス名の表記には以下の記号を用いる。 

- 性別による記号 
  Ｍ： 男性 
  Ｗ： 女性 
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- 技能レベルによる記号 
  Ｅ： エリートクラス（最高難度のクラス） 
  Ａ およびＢ： Ｅクラスに次いで難度の高い順に設けるクラス 

- 距離による記号 
  ＬおよびＳ： 距離の長い順に設けるクラス 
4.2.2 クラス名は、性別による記号、年齢、技能レベルによる記号、距離による記号の順

に続けて表記する。 
 
5. 参加資格 
5.1 主催者は、参加資格に制限を加える場合は、その旨を明確に大会開催要項に記載しな

ければならない。 
5.2 EまたはAクラスに参加しようとする者は、競技者登録をしていなければならない。

競技者登録については、『競技者登録に関する規程』に定める。 
5.3 主催者は、エリートクラスへの出場については一定の条件を課し、参加資格を取得し

たことを証明する資料の提示を条件とすることができる。 
エリートクラスの参加資格については、『公認大会エリートクラス出場資格規程』 に
定める。 

 
6. 競技責任者と大会コントローラの選定 
6.1 主催者は、適格なる競技責任者を選定する。 
6.2 公認大会について、JOAは大会コントローラを任命する。 
 
7. 大会開催要項 
7.1 大会開催要項は、遅くとも開催日の 2カ月前までに当該大会の性格に適した方法で公

表するものとする。 
7.2 大会開催要項には、少なくとも以下の事項を記載する。 

a) 開催年月日、集合地または大会会場 
b) 主催者、主管者、競技責任者、大会コントローラ、コース設定者 
c) 問合先 
d) 申込方法、申込先、申込締切日 
e) 参加料、必要であればその他の料金、払込方法 
f) 服装と用具に関する注意 
g) 競技形態、クラス、リレーの走区によりクラスが異なる場合は、走区クラス割 
h) クラス別またはリレー走区別優勝設定時間 
i) 交通手段 
j) テレイン状況、留意事項、トレーニングに関する情報 
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k) 競技用地図の縮尺、等高線間隔、走行可能度表示 
l) コントロールのパンチ方法 
m) スタート開始時刻 

 
8. 参加申込 
8.1 競技者は大会開催要項に記された申込締切日までに所定の方法にしたがって、大会参

加を申し込む。 
8.2 参加料は大会開催要項に示されている方法で支払う。 
8.3 参加申込書には少なくとも以下の事項を記載する。 

a) 氏名 
b) 住所・電話番号、または連絡手段 
c) 競技者登録番号、または性別・年齢・生年月日 
d) 参加希望クラス 
e) 所属クラブ名または居住市区町村名 

 
9. スタート順の決定とスタートリスト 
9.1 スタート順は、クラスごとに無作為に決める。ただし、シード枠を設けてもよい。 
9.2 個人競技においては、競技者は各クラスとも一人ずつ同一の時間間隔でタイムスター

トする。 
9.3 複数レース競技においては、各クラスとも個々の競技者のスタート時間帯をレースに

よって変えることにより、競技者全員のスタート時刻に関する条件を等しくすること

が望ましい。 
9.4 複数レース競技の最終レースにおける各競技者のスタート時刻は、それまでの成績に

基づいて、チェイシング（成績時間差）スタートを採用してもよい。 
9.5 予選・決勝レース競技の予選では、以下の条件が満たされるようにスタート順を決め

る。 
- 各予選グループの人数が均等になるように競技者を配分する。 
- 各スタート時刻に予選グループ毎に一人ずつの競技者が同時にスタートする。 
- 同一クラブに所属する競技者は、各予選グループに均等に配分することが望まし

い。 
- 予選グループ毎のレース距離は可能な限り等しくする。 

9.6 予選・決勝レース競技の決勝のスタート順は、予選順位の逆順とし、予選で最も上位

の競技者が最後にスタートする。同じ予選グループの中で同順位の競技者は、無作為

抽選で順番を決める。予選グループ間で同順位の競技者は、予選グループ番号の順に

スタートする。 
9.7 リレー競技では、マス（一斉）スタートを採用する。多様なコースの組み合わせをあ
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らかじめ決めておいて、無作為に抽選する。組み合わせは、最終の競技者がスタート

するまで公表してはならない。 
 
10. プログラム 
10.1 プログラムは、遅くとも開催日 1 週間前までに、申込者に通知、送付もしくは公表

する。これができなかった場合は、競技者が大会会場に到着すると同時に公表する。 
10.2 プログラムには、7.2 項にいうすべての事項（d､eを除く）に加えて、以下の事項に

ついての情報も記載する。 
a) 適用するオリエンテーリング地図図式規程および地図図式規程にない特殊記号
を使用する場合の説明 

b) ナンバーカード、コントロールカード、コントロール位置説明表の交付方法 
c) スタートリスト 
d) 大会会場からスタート地区までの距離および所要時間 
e) 誘導テープの色、給水コントロール、立入禁止／危険地帯 
f) コース距離、登高（E,Aクラス） 
g) コース距離の 15%以上が標高 1,200mを超える場合は、その高度 
h) 更衣所、洗い場、トイレ、救護所 
i) フィニッシュの閉鎖時刻 
j) 表彰式（有無、時刻、対象、クラスなど） 

 
11. テレインとコース 
11.1 テレインは、競技としてのコース設定に適していなければならない。テレインの選定

に際しては、環境保護に十分留意しなければならない。 
11.2 コース設定に際しては、IOFが定めている 『コース設定の原則』 に従う。 
11.3 コース距離は、スタートからすべてのコントロールを経由してフィニッシュまでの直

線距離とする。ただし、物理的に通行不能な障害物（高いフェンス、湖、通れない崖

等）、立入禁止エリアおよびマークトルートは、迂回して測定する。 
11.4 登高は、現実的なルートに沿った場合の登高とする。 
11.5 コースは、別途定める優勝設定時間に合致するように設定する。 
11.6 リレー競技においては、各走区で最も速い者の合計時間を基準にして設定する。 
11.7 リレー競技においては、それぞれの競技者が個別のコースを走るが、チームとしては

結果的にはすべてのコースを走る。 
11.8 テレインの制約等、やむをえぬ事情がある場合、大会コントローラの同意を得て、別

途定められた優勝設定時間と異なる時間を設定することができる。この場合、大会開

催要項およびプログラムに明記しなければならない。 
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12. 地 図 
12.1 地図は『日本オリエンテーリング地図図式規程』あるいは『日本スプリントオリエ

ンテーリング地図図式規程』（以下総称して地図図式規程という）に基づいて作成す

る。 
12.2 地図の縮尺は、ロングディスタンス競技では 1:15,000、ミドルディスタンス競技お

よびリレー競技では 1:10,000、スプリント競技では 1:5,000または 1:4,000を原則と
する。異なる縮尺の地図を使用する場合は、大会開催要項およびプログラムなどに

明記しなければならない。 
12.3 地図印刷後に、競技の公正さに影響を与える恐れのあるテレイン内の状況の変化が

生じたときは、その変化を地図に表示しなければならない。 
12.4 地図は耐水性を確保したものでなければならない。 
12.5 使用されるテレインが含まれるオリエンテーリング用に作成された地図があった場

合は、その地図を大会会場に掲示する。また、その地図の情報（地図名、作成時期、

大会名等）をプログラムで通知することが望ましい。 
 
13. 地図上へのコースの表記 
13.1 競技地図上のコース記号は以下のとおりとする。 

- オリエンテーリングの開始地点 ：正三角形 
- コントロール  ：円 
- フィニッシュ  ：二重同心円 

13.2 三角と円は、それぞれコントロールとなっている地図上の特徴物を、正確に中心位

置とする。中心に印をつけてはならない。 
13.3 ポイント競技においては、コントロールの円には回る順に番号を添える。オリエン

テーリングの開始地点の頂点の一つを第 1 コントロールに向ける。番号は上を北に
して、重要な地図細部の読みとりが困難にならないように記す。 

13.4 誘導部分をのぞき、三角および円は、番号順に直線でつなぐ。細部の地図読みが必

要な部分では、線や円の一部を省くこととする。 
13.5 誘導部分は、すべて地図に表示する。誘導部分の開始地点には必ずコントロールを

置き、誘導部分は地図に破線で示す。誘導部分の終端から再びオリエンテーリング

を始める場合は、地図上で破線の終端と次のコントロールを直線でつなぐ。 
13.6 コース記号、通行禁止ルート、立入禁止区域、救護／給水所など、すべての地図へ

の追加印刷は、地図図式規程にしたがう。 
 
14. コントロール位置説明 
14.1 コントロール位置説明は、 『コントロールに関する規程』 にしたがって作成する。 
14.2 コントロール位置説明は、地図の表面に貼付または印刷する。 
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14.3 コントロール位置説明は、事前に配布・公表してもよい。ただし、リレー競技など

追従の可能性がある場合を除く。 
 
15. 地上における表示 
15.1 競技者が通ることを義務づけられたルートには、標識をつける。標識は、オレンジ

と白のテープまたはストリーマを一緒につける方式が望ましい。 
15.2 危険地帯では、標識は目立つようにつける。 
15.3 立入禁止区域は、青と黄のテープまたはストリーマで外郭線を表示するのが望まし

い。 
 
16. コントロールの設置 
16.1 すべてのコントロールにはコントロールフラッグを置く。夜間競技においては、灯

火または反射板をすべての方角から見えるように置くか、コントロールフラッグと

ともに吊す。 
16.2 コントロールフラッグは三面柱状で、各面は 30×30cm の正方形とし、各面を対角

線によって二分し、白とオレンジ（PMS 165）に色分けする。3面のうち少なくとも
2面は、上半分を白とする。 

16.3 コントロールフラッグは、地図上に示された特徴物に、その特徴物に到達した競技

者に見えるように吊す。コントロールフラッグが吊された実際の位置は、コントロ

ール位置説明と合致していなければならない。 
16.4 コントロールは、30m 以内に近接して設置すべきでない。さらに特徴物が同じコン

トロールは、60m以内に近接すべきでない。 
16.5 他の競技者の存在によって、コントロール到達の難易度が左右されてはならない。 
16.6 すべてのコントロールには、識別のためのコントロール識別番号を、競技者がパン

チ器具を使用するときに明瞭に見えるようにつける。コントロール識別番号は 31以
上 2～3 桁の数字とするが、混同しやすい数（66,68,86,89,98,99 など）は使っては
ならない。数字は白地に黒色で、高さ 50～100mm、太さ 5～10mmで記す。 

16.7 コントロールフラッグ、パンチ器具などは、コース毎に同一の仕様とする。パンチ

器具は十分な数を、コントロールフラッグのすぐそばに備える。 
16.8 優勝設定時間が 45分を超えるクラスがある場合は、給水所を設ける。状況により必

要な場合（酷暑時など）には、優勝設定時間にかかわらず設ける。給水所には、少

なくとも飲料水を用意しなければならない。 
 
17. コントロールカードとパンチ器具 
17.1 コントロールカードおよびパンチ器具は、以下のものを使用することができる。 

- ピンパンチ式のコントロールカード方式 
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- 電子式のパンチ計時システム 
17.2 コントロールカードは、競技者に個々のスタート時刻までに渡す。運営上必要な場

合は、大会コントローラの同意を得て、コントロールカードを地図に添付すること

ができる。コントロールカードの交付方法については、プログラムに記載する。 
17.3 競技者は各コントロールに備えられているパンチ器具で、自分のコントロールカー

ドの正しい欄に、明瞭に印をつけてくることに責任を有する。コントロールカード

はフィニッシュで役員に手渡す。 
17.4 主催者は、いくつかの指定したコントロールで、役員による競技者のコントロール

カード検査、および役員の手による記印を行うことができる。 
17.5 コントロールカードに記印がされていなかった場合、その理由が競技者の責任に帰

し得ないもの（パンチ器具の不調や紛失など）であったときは、その競技者は失格

とならない。 
17.6 ピンパンチ式のコントロールカードは、耐水性の破れない紙で作成し、寸法は 10×

21cm を超えてはならない。 
17.7 電子式のパンチ計時システムを採用する場合は、バックアップシステムを備えてお

かなければならない。 
 
18. スタート 
18.1 競技者は、スタートラインより指定された時刻にスタートする。 
18.2 スタートからオリエンテーリングの開始地点までは、誘導の標識をつける。開始地

点には、コントロールフラッグを置く。このコントロールフラッグにはパンチ器具

をつけない。 
18.3 競技者は、地図をスタートと同時に、またもし地図の支給地点がスタートラインよ

り先の場合は、その地点で自分の責任で取る。 
18.4 オリエンテーリングの開始地点は、先行する競技者のルート選択が、スタート待機

中の後続競技者に知り得ないような場所に設ける。 
18.5 個人競技はタイムスタートで行う。 
18.6 リレー競技のスタートはマススタートで行い、継走していくこととする。次走者へ

の引継ぎは、定められた区域の中で走者が接触することにより行う。次走者に準備

時間を与えるため、前走者の中継所への接近について、可能であれば告知する。告

知の方法は板書が望ましい。この場合、告知に手落ちがあっても主催者に責任はな

い。 
18.7 リレー競技においては、運営上の理由により、第二走者以降の繰上げスタートを行

ってもよい。 
18.8 スタート時刻に遅れた競技者は、スタートラインに到着後、役員の指示で直ちにス

タートを許されるが、指定されていたスタート時刻を所要時間計測の起点時刻とす
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る。 
18.9 主催者側の過失によりスタート時刻に遅れた競技者には、新たなスタート時刻を与

える。 
 
19. フィニッシュおよび計時 
19.1 競技者がフィニッシュラインを越えたときに当該競技者の競技は終了する。 
19.2 フィニッシュへはテープ等によって誘導されてなければならない。最後の 20ｍは直

線とする。 
19.3 フィニッシュラインは、進入路と直角に競技者に明瞭にわかるように設ける。 
19.4 フィニッシュラインを越えた後、競技者はコントロールカード等を、また主催者が

定めている場合は使用地図もともに、役員に手渡す。 
19.5 フィニッシュ地点には救護所を置く。 
19.6 フィニッシュ時刻は、フィニッシュで計時する。計時は、競技者の胸がフィニッシ

ュラインを通過したときに行う。電子式コントロールカードの場合はフィニッシュ

ラインでパンチした時点で計時してもよい。 
19.7 記録する所要時間は秒までとし、秒に満たない端数は切り捨てる。発表は、時間・

分・秒または分・秒の形で行う。 
 
20. 順位、成績および表彰 
20.1 個人競技においては、同タイムの競技者はすべて同順位とする。ただし、公式成績

表にはスタート順に記載する。 
20.2 リレー競技においては、最終走区の走者がフィニッシュした順が、チームの最終順

位となる。 
20.3 マススタートおよびチェイシングスタートでは、着順判定員が順位判定を下す。同

着はない。 
20.4 Eクラスおよび Aクラスについては、競技時間を設ける。 
20.5 コントロールカードを紛失した競技者、記印に脱落がある競技者、コントロールを

指定通りに回らなかったことが立証された競技者、競技時間内に競技を終了できな

かった競技者は、すべて失格とする。 
20.6 競技進行中、成績の速報は、順次掲示する。 
20.7 公式成績表の公表は、大会終了後 1カ月以内に行う。 
20.8 リレーの成績表には、各競技者個々の氏名と所要時間およびコースの分割方法と組

み合わせも記載する。繰上げスタートになったチームは、正規に継走できたチーム

の後の順位となる。 
20.9 成績上位者を表彰することができる。 
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21. 服装と用具 
21.1 大会開催要項に明記されていない限り、服装に関しては競技者の自由である。 
21.2 主催者が定めた場合、競技者はナンバーカードを、明瞭に読み取れるように胸に装

着する。主催者はさらに、背中にもつけるように規定できる。ナンバーカードは折

り畳んではならない。ナンバーカードの寸法は 25×25cm 以下とし、数字の高さは 
10cm 以上とする。 

21.3 競技者は競技中に、主催者から受け取る地図、コントロールカード、コントロール

位置説明書、およびコンパス、時計、その他主催者が必要と認めたものを携行して

よい。その他の技術的な補助器具の使用は禁止する。 
 
22. 公正な競技 
22.1 大会に関与するすべての者は、公正と正直を旨に行動しなければならない。スポー

ツ精神と友情を忘れてはならない。競技者は、他の競技者、役員、報道関係者、観

客、テレインや大会区域に居住する人たちを尊重しなければならない。 
22.2 ドーピング行為は禁止する。主催者は、IOFが定める 『ドーピングテスト実施規則』 

に基づいて、テストを実施することができる。 
22.3 主催者は大会コントローラの同意を得て、前もってテレインの位置を公表するとと

もに、立入禁止区域を設定することができる。公表された場合は、指定する立入禁

止区域に立ち入り、調査や練習を行ってはならない。 
22.4 テレインの位置を公表しない場合、すべての役員は、大会区域とテレインを厳重に

秘密にしておかなくてはならない。大会の場所を知ろうとする試みは禁止する。 
22.5 主催者は、テレインを熟知し他の競技者より明らかに有利な立場にある者を、競技

に参加させてはならない。  
22.6 いかなる競技者も、不公正な手段により他の競技者より有利な立場に立とうとした

り、走あるいは方向決定に助力を得たりしてはならない。 
 
23. 競技中の行動 
23.1 競技者は、テレイン内ではできるだけ静粛に行動する。 
23.2 怪我をした競技者を助けることは、競技者の義務である。 
23.3 競技者は、自分のコース内の誘導部分では、終始誘導に従う。地図に示されている

立入禁止区域に入ってはならない。 
23.4 主催者は、環境保護のための指示を競技者に与えることができる。競技者はこれを

厳守しなければならない。 
23.5 フィニッシュラインを通過した競技者は、主催者の許可を得ない限り、テレインに

立ち戻ってはならない。 
23.6 途中棄権する競技者は、できる限り速やかに地図とコントロールカードを大会役員
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に手渡さなければならない。申告することにより棄権となる。 
23.7 競技の行われている間、すべての人はそれぞれ指示された場所に留まり、他の競技

者に影響を与える行為をしてはならない。 
23.8 競技者は、自己の全責任において、大会に参加するものとする。 
       
24. 調査依頼および提訴 
24.1 競技に関する問題が生じたとき、競技者およびチーム役員は競技責任者に対して調

査依頼をすることができる。 
24.2 調査依頼は文書で行うものとする。競技責任者は調査結果をできるかぎり速やかに

通知しなければならない。 
24.3 競技責任者は提訴の制限時刻を設けることができる。制限時刻以降の提訴は、考慮

すべき特別な事情がある場合のみ認められる。 
24.4 調査依頼に対する競技責任者の回答が不服の場合、競技者およびチーム役員は提訴

を行うことができる。 
24.5 提訴は調査依頼に対する回答が通知されてから 1 時間以内に、文書で裁定委員に提

出しなければならない。 
24.6 後日公表された公式成績表に関する調査依頼および提訴は、公表後 10日以内に行う

ものとする。 
 
25. 裁定委員会 
25.1 主催者は、3名からなる裁定委員会を組織する。裁定委員会の任務は、すべての提訴

について、裁定を下すことである。 
25.2 裁定委員は、大会組織に関与してはならない。大会コントローラが裁定委員会の議

長となる。ただし投票権は有しない。主催者の代表も裁定委員会に出席できるが、

投票権は有しない。 
25.3 裁定委員会は、3人全員の出席をもって成立する。出席不可能な裁定委員がいたとき

は、主催者は代理を任命しなければならない。 
25.4 裁定委員会の決定をもって、最終裁定とする。 
 
26. 競技規則違反 
26.1 競技規則に違反した競技者は、失格となる。 
26.2 競技規則に違反した役員があったときは、大会コントローラはその旨を、JOA およ

びその役員が所属する正会員に通告する。 
26.3 競技規則に対する違反はすべて、大会報告書に記録する。 
 
27. 大会コントローラ 
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27.1 大会コントローラは、JOAのコントローラ認定資格を有する者でなければならない。 
27.2 大会コントローラの主たる任務は、競技規則が遵守されていることを確認すること

である。 
競技規則を逸脱する必要のある場合は、大会コントローラが可否を判断し、事前に

JOAへ報告するとともに競技者に公表しなければならない。 
27.3 大会コントローラは、以下の事項について権限を有する。 

a) テレインの適格性の判断 
b) 基準に照合して、地図の質の審査 
c) コース設定の質、およびスタートとフィニッシュ位置の適格性の判定 
d) コースの審査（難易度、コントロール位置の選定、偶然性の排除、地図の精度） 
e) コース配分と組み合わせの審査 
f) 競技運営全般の確認と、宿舎や食事・輸送・プログラム・トレーニング関係な

どの内容の確認 
g) 計時機器の信頼性と精度の確認 
h) 競技への影響の可能性の観点から、報道関係などへの対応の仕方の確認 
i) 式典計画の確認 

27.4 大会コントローラは、任務を達成するために現地視察を含めて適宜点検を行わなけ

ればならない。点検後は速やかにその概要を書面で JOAおよび主催者に報告する。 
27.5 大会コントローラは大会当日、大会会場に常駐する。 
27.6 大会コントローラの経費については、主催者が負担する。 
 
28. 大会報告書 
28.1 主催者は、大会報告書を作成しなければならない。 
28.2 大会コントローラは、大会終了後 1カ月以内に、JOAへ報告書を提出する。報告書

には、大会の特記すべき事項と提訴の詳細を記載する。 
28.3 主催者は、大会終了後 1カ月以内に、JOAおよび所属する正会員または開催地の正

会員へ、以下のものを提出する。 
a) 大会報告書 
b) 公式成績表 
c) 男女の最上位クラスのコース地図と全コントロール図各 1枚 

 
29. メディア・サービス 
29.1 主催者は、メディア取材者に対し、好意的な機会を提供することが望ましい。 
29.2 主催者は、競技の公平さを損ねない限りにおいて、メディアの報道のための最大限

の努力をすることが望ましい。 
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30. 附 則 
本規則は平成 19年 5月 26日より改正施行する。 

 
平成 6年 3月 27日 制定 
平成 13年 3月 10日 改正 
平成 16年 7月 31日 改正 
平成 19年 5月 26日 改正 
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ＯＬカレンダー
年月日 大会名ほか 場所

7/22-27 O-Ringen 5 days[要項] [スウェーデン.Mjolby]

7/26-30 OO.cup[要項] [スロベニア.Nazarje]

7/28 オリエンテーリングの集い[要項] [宮城.仙台]

7/28 KOLAたそがれ大会[要項][締近] [大阪.堺]

7/28-29 北九十九島シーカヤックフェスティバル(海洋OL)[要項] [長崎.鹿町町]

7/28-29 トレイルO普及員養成講習会[要項][締近] [東京.小金井市]

7/29 岡崎OL教室第4回[要項] [愛知.岡崎]

8/1 東大夏場所第1戦[要項] [埼玉.飯能]

8/4 杏友会シリーズ第2戦 [山梨.]

8/5 第27回コンターズ練習会[要項] [大阪.]

8/5 第59回石川県民体育大会OL大会 [石川.小松]

5/11 スコットランド 6 days[要項] [イギリス.Spey]

5/12 MTB-O世界選手権(MTB-O WOC2007)[要項] [チェコ.NoveMestonaMorave]

8/10 東大夏場所第2戦[要項] [栃木.日光]

8/15-18 早大OC夏の4日練 0

8/18-19 大阪OLC夏合宿[要項][締近] [長野.駒ヶ根]

8/18-26 世界選手権(WOC2007、WTOC2007、併設大会)[要項] [ウクライナ.キエフ]

8/22 トレイルO大会 [長崎.雲仙]

8/25 オリエンテーリングの集い[要項] [宮城.仙台]

8/25 [JOA]第1回コントローラ研修会[要項] [広島.]

8/26 岡崎OL教室第5回＜練習会併設＞[要項] [愛知.岡崎]

8/26 [JOA]インストラクター養成講師講習会[要項] [広島.広島]

1/2 第22回吉備路ナイト＆デイ大会 [岡山.岡山]

9/8 [JOA]第2回コントローラ研修会[要項] [宮城.仙台]

9/9 [JOA:B]東北大100周年記念第30回東北大大会[申込][要項] [宮城.仙台]

9/15-17 駒ヶ根3daysナビゲーションフェスティバル(含む[JOA:S])[要項] [長野.駒ヶ根高原]

    9/15 1日目/[JOA:S]スプリントO 0

    9/16 2日目/池山マウンテンマラソン、高原OL、トレイルO 0

    9/17 3日目/第14回クラブカップ7人リレー大会 0

9/17 ファミリー初心者大会 [福岡.北九州]

Ａｉｍｉｎｇ
台風４号が接近してきた週末。たそがれＯの準備を兼ねて大泉緑地で軽く汗を流す予定が、
文字通り水に流れてしまった。でも、水不足も心配しなくても良くなったかわりに、水害が
各地で報告されていますね。良い面と悪い面、何事にも両面ある物です。


